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一般質 開発 言通告書

令 和 7年 11月 19日
午前 2時 90分 受 付
(通告書 3 枚)No.1

下記の事項について、質問したいので通告します。

令和 7年 11月  19日

つくば市議会議長 黒田 健祐 様

つくば市議会議員 あさのえくこ

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第61条編注4
のとおり、                             されるよ

うお願いします。

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

「森林環境譲与税」は、市町村による森林整備
の財源として(2019(令和元)年度から、市町村と
都道府県に姑して、私有林人工林面積、林業就業
者数及び人口による客観的な基準で接分して譲
与されています。

林野庁(ア)資料によると、市町村においては、譲
与税は間伐等の「森林の整備に関する施策」と人
材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓
発等の「森林の整備の促進に関する施策」に充て
ることとされています。
林業従事者が少ないつくば市においては、市民
が森林の役割や大切さ等を実感したり、学校教育
等の「木育」を実施することで、そうした気づき
を促すことが重要だと考え、以下伺います。

(1)今年度の森林環境譲与税の交付額及び今
年度当初の森林環境譲与税基金残高

(2)今年度の森林環境譲与税の当初予算の使
途及び金額

(3)(2)の うち、木育関連で当初予定した事業
の内容と予算額及び各事業の実施状況
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担当部長



質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

2 公共施設におけ
る トイ レの適正な

個数について

3 外国にうながる
子 どもの 日本語文

援施策の進捗につ

いて

つくば市内の公共施設は建築から40年以上経
過しているものが多く、設備等も当時の基準で作

られています。災害時の被害に直結する耐震性に

ついては順次補強が行われており、いわゆるユニ

バーサル対応についても大規模修繕等を機会 と

して行われるようになつてきました。しかし、 ト
イレの個数についてはこれまであま り取 り上げ

られることはありませんでした。多くの女性は駅

や公共施設、イベン ト会場での トイレで長蛇の列

を経験 しています。つくば市内においても同様

で、観戦、コンサー ト等の合間には、女子 トイレ

だけが行列とい うことがしばしば見られます。

長年放置されてきたこの課題について、国もよ

うやく改善に向けて動き出したところです。そこ

で以下伺います。 .

(1)2028(令和10)年度供用開始予定の (仮称 )
つ くば市陸上競技場の トイ レの設置予定個

数 (男子小用、男子個室、女子個室、だれで

も トイレ等 )

(2)(1)の 個数の設置を決めている基準につい
て

外国につながる子 どもの日本語支援施策につ

いては、市独 自の日本語支援員加配等、施策の実

施が進んでいることを評価 します。

近年の傾向として親子 とも日本語がほぼわか

らない状態で転入するケースが増えてお り、市内

での転入先 も従来から外国人が多かったエ リア

だけでなく、学校に日本語教室等の支援が十分で

ない地域を含め、市内全域に広がっています。

子どもたちは親に帯同して来 日しますが、その

際、学校教育につながることが日本語習得には重

要です。しかし、つくば市では教育につながらな
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つくば市議会議員 あさのえくこ  No.2

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第61条編注 4
のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。
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市議会議 ∋ あさのえくこ  No.3

※ 一般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第61条編注4
のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

い (不就学)の児童生徒が2025(令和 7)年 5月 1
日現在で91名 にのぼっています。
外国につながる子どもたちの支援として、まず

教育につながること、そして最初のうちは、集中
的に日本語と学校習慣について学ぶ場を作るこ

とを提案してきました。その進捗について以下伺
います。

(1)2025(令和 7)年 4月 以降、つくば市に転入
した外国につながる児童生徒数 と学校種別

転入先の内訳 (公立小中学校等、私立小中学

校等、インタ▼ナショナルスタール等、所在

不明、不就学)

(2)(1)の公立小中学校等に転入 した児童生徒
のうち、日本語支援が必要とされている児童

生徒数

(3)次年度からの開設を準備 しているプレス
クールの概要

ア 対象者 (学年、転入からの時期 )
イ 設置場所と定員
ウ 在籍期間

(4)転入からプレスクール入学までの流れと
学校との情報共有について

以上


